




要約:  先天奇形症候群のなかで、比較的頻度の高い Prader-Willi syndrome (PWS)は、

病因が染色体異常のため、根本的冶療法はない。本症は、年齢により問題となる臨床症状

が異なることが特徴で、実地の臨床家医および患者とその家族に年齢に応じた health care

guidelines を示すことは有用である。乳幼児期、学童、思春期、成人に大別して生ずる

臨床症状とその対策を共同研究施設等から集積した計 219 名の PWS 患者の解析と文献的考

察から、年齢に応じた health care guidelinesについてまとめた。


